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糖尿病とアルツハイマー型認知症は正の相関関係があることはよ
く知られた事実である。当センター⾥部⻑・篠原副部⻑らのグ
ループはアルツハイマー型認知症およびその他の認知症患者に糖
負荷テストを⾏い、⾎中Aß40およびAß40を測定した。すると
アルツハイマー型認知症患者群では糖負荷後15~30分で⼀過的
にAß40とAß42の有意な上昇がみられたと報告した（Dementia 
and Geriatric Cognitive Disorders, 34(1), 25-30, 2012）。
糖がシグナルとなり、短時間（15~30min）でAß40および
Aß42共に変化が⾒られることから、Post翻訳レベルでアミロイ
ド前駆体タンパク質⾃⾝の修飾（タンパク質分解、切断、リン酸
化等）がアルツハイマー型認知症患者特異的な原因であると推測
された。
この機構を利⽤して、アルツハイマー型認知症治療薬の開発を
⾏っている。現在、複数の化合物に絞り、アルツハイマー型認知
症モデルマウスに投与実験を⾏っている。


